
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【第１回市民活動交流サロンの様子】 

４月２３日（金）に開催した「交流サロン」では、今年度のアシストパーク郡山の 
事業を説明するとともに、市民活動団体が今後活動の幅を広げるために、学生ボラン 
ティアの参加について活発な意見交換が行われました。 
 次頁で紹介します「郡山市協働のまちづくり推進条例」でも、高等教育機関との連 
携が、協働のまちづくりに欠かせない役割を担っていきます。 
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郡
山
市
は
、
将
来
都
市
像
を
「
人
と
環

境
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

魅
力
あ
る
ま
ち 

郡

山
」
と
定
め
、「
市
民
が
主
役
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
「
市
民
が
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主

役
で
あ
る
市
民
等
が
、
自
ら
の
役
割
を
自

覚
し
、
市
民
公
益
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
や
、
市
民
活
動
団
体
や
行
政
等

が
対
等
の
立
場
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 
こ
の
た
び
、
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
、
行
政
が
共
通
認
識
の
も
と
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、

基
本
原
則
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を
定

め
た
「
郡
山
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。 

 
  

こ
の
条
例
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
市
民
の
決
意
を
前
文
で
規
定

す
る
と
と
も
に
、
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
、
市
の
役
割
を
明
確
に
し
て
、「
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
及
び
発
展
」「
青

少
年
及
び
子
ど
も
の
参
画
」
「
人
づ
く
り
」

「
ゆ
か
り
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
」「
地
域

資
源
の
活
用
」
な
ど
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
ま
す
。 

ま
た
、
そ
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
や
、
推
進
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
、
具
体
的
な

手
続
き
を
記
載
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
  

 
   

市民会議の様子 
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協
働
の
基
本
的
な
考
え
は
、
市
民
等
及

び
市
が
、
対
等
の
立
場
で
公
共
的
な
課
題

解
決
へ
取
り
組
む
こ
と
で
す
。 

今
後
は
、
さ
ら
な
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
郡
山
市
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
を
設
置
す
る 

予
定
で
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
施
策
の

具
体
的
な
進
捗
状
況
の
調
査
・
審
議
等
を 

行
い
ま
す
。 

 

今
回
の
条
例
制
定
は
、「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
」
の
新
た
な
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。 

     
「
市
民
が
主
役
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
魅
力
と

活
力
の
あ
る
ふ
る
さ
と
郡
山
の
実
現
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
今
回
の
条

例
。
こ
の
条
例
制
定
に
向
け
た
「
郡
山
市

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」
が
、
昨

年
の
７
月
か
ら
全
７
回
に
分
け
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

策
定
に
あ
た
り
、
市
民
会
議
の
委
員
15

名
を
委
嘱
し
、
様
々
な
意
見
交
換
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

   
 



わくわく！ ボランティア 
  

 

市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
は
、
地
震
や

風
水
害
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
実
践
的
に
防

災
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
災
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

講
習
会
は
年
３
回
開
催
さ
れ
、
そ
の
う
ち

１
回
は
、
今
回
の
よ
う
に
女
性
を
対
象
と
し

た
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

あしすとぱあく ２０１０．７ Ｐ４ 

  

「市民防災リーダー講習会」 
 

６月 23日（水）、郡山地方広域消防組

合消防本部で講習会が開催されました。

この講習は、平成 16年度より開催され、

今回で第 18回目を迎えました。 

 

女
性
対
象
の
講
習
会
も
開
催 

 

女
性
を
対
象
に
講
習
会
を
行
う
背
景
に

は
、
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
ず
、
平

日
の
昼
の
住
宅
地
で
は
、
女
性
と
子
ど
も
や

高
齢
者
と
い
っ
た
状
況
が
多
く
な
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
情
況
に
詳
し
い
女
性
に
、
い
ざ

と
い
う
と
き
積
極
的
に
市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

受
講
者
の
活
躍
で
、
災
害
時
に
一
人
で
も

多
く
の
方
々
が
救
わ
れ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

ま
た
、
消
防
機
関
で
あ
る
、
郡
山
市
消
防

団
で
は
「
女
性
団
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
あ
ふ
れ
る
健
康
な
方
（
学
生
さ
ん
を
除

く
）
な
ら
ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。 

 

防
火
、
防
災
活
動
に
興
味
が
あ
る
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

（
問
：
消
防
防
災
課 ☎

：
９
２
４
―
２
１
６
１
） 

  
 

救急法（心肺蘇生法、AED使用法） 

受講の様子 

 

この日は、市内在住の 14名が受講

されていました。 

心肺蘇生法訓練時に参加者より

「もう一度復習の意味を込めてやら

せてください」という声があり、ア

ットホームな雰囲気の中にもみなさ

んの真剣さと積極性が伝わってきま

した。 



  

市
民
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
思
う
こ 

と
は
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
？ 

 

町
内
会
の
会
員
同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
世
代 

を
超
え
た
繋
が
り
や
、
近
隣
の
町
内
会
の

み
な
さ
ん
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
、

防
犯
・
防
災
の
協
力
体
制
が
構
築
さ
れ
つ

つ
あ
る
と
感
じ
る
時
で
す
。
ま
た
、
遠
方

か
ら
「
テ
レ
ビ
で
み
た
よ
。
展
示
は
い
つ

ま
で
？
」
な
ど
の
問
合
せ
が
く
る
こ
と
も

あ
り
、
ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た

だ
い
て
る
と
実
感
で
き
る
こ
と
も
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
平
成
19

年
か
ら
続
く
こ
の
ま

つ
り
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。 

次
回
は
、
橋
本
さ
ん
の
紹
介
で
、 

日
出
山
ア
メ
ン
ボ
ウ
ク
ラ
ブ
の 

濱
津
武
夫
さ
ん
の
予
定
で
す
。 

お
楽
し
み
に
！ 

 

ご
出
身
は
？ 

生
ま
れ
も
育
ち
も
郡
山
で
す
。 

ご
趣
味
は
？ 

 

下
手
の
横
好
き
で
ゴ
ル
フ
・
マ
ー
ジ

ャ
ン
。
そ
し
て
演
歌
が
好
き
。 

 

 

具
体
的
に
ど
ん
な
市
民
活
動
を
し
て
い
る 

の
で
す
か
？ 

 

昔
な
が
ら
の
手
法
（
竹
と
わ
ら
）
で
案

山
子
を
作
成
し
、
み
な
さ
ま
に
ユ
ニ
ー
ク

さ
と
作
る
喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
作
成
に
は
町

内
会
や
他
団
体
の
み
な
さ
ん
が
関
わ
り
、

完
成
品
は
案
山
子
ロ
ー
ド
と
名
付
け
た
農

道
や
、
柴
宮
神
社
境
内
な
ど
に
展
示
し
て

い
ま
す
。 

活
動
を
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
出
来
事
は 

何
で
す
か
？ 

 

柴
宮
町
内
会
の
南
側
に
は
広
大
な
農
地

が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
広
い
農
地

に
マ
ッ
チ
し
た
テ
ー
マ
で
村
お
こ
し
が
出

来
な
い
か
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
田
ん
ぼ

に
稲
穂
を
守
る
た
め
の
案
山
子
が
合
う
の

で
は
な
い
か
と
の
話
に
な
り
、
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

Ｐ５ あしすとぱあく ２０１０．７ 

 

柴宮神社境内にて、案山子 
講習会を行う様子です。 

市
民
活
動 
 
 

と
き
め
き
リ
レ 
丨 

 

市民活動を

されている

方々をリレ

ーで紹介し

ます。 

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
し
ば
み
や 

案
山
子
（
か
か
し
）
祭
り
実
行
委
員
会 

事
務
局
の
橋
本
和
栄
さ
ん
で
す
。 

 

「今年も世相を反映した 
アイデアいっぱいの案山 
子まつり開催するのでぜ 
ひ見にきてください」と 
笑顔で語る橋本さん 
【ご自宅の庭にて】 
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 ７月から９月までの事業案内をはじめ、アシ

ストパーク郡山で行った事業を報告するコーナ

ーです。（アシストパーク郡山はビッグアイ６

階にあります。） 
 

表
紙
で
も
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、

市
民
活
動
交
流
サ
ロ
ン
に
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
率
直
な
意
見
を
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

７
月
は
… 

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
市
民
活
動
団
体 

と
の
連
携
に
つ
い
て
」
で
す
。 

 

交
流
が
深
ま
る
絶
好
の
機
会
で
す
。 
 

日
時
▼
７
月
23

日
（
金
） 

午
後
５
時
～
７
時 

会
場
▼
ビ
ッ
グ
ア
イ
６
階 

 
 

 

ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山 

定
員
▼
20

名 

※
参
加
無
料 

対
象
▼
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら 

 
 

 

ど
な
た
で
も 

申
込
▼
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
の
窓
口
、 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で 

 
 

 
 

《
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
》 

市
で
は
、
市
民
、
事
業
者
、
行
政
と
の
連

携
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
の
特
性
や
市
民
力
を
生
か
し

た
創
造
性
豊
か
な
活
動
を
行
い
、
ま
ち
づ
く

り
に
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
皆

さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。 

 

対
象
の
活
動
分
野
は
、
歴
史
・
伝
統
、
音

楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
、
環
境
、
福
祉
、
安

全
・
安
心
、
子
育
て
・
教
育
、
国
際
交
流
、

産
業
な
ど
で
す
。 

 

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
目
標
に
で
き
る
よ
う

な
取
組
み
を
し
て
い
る
個
人
や
団
体
等
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
。 

募
集
期
間
▼
９
月
30

日
（
木
）
ま
で 

募
集
方
法
▼
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
又
は
、

市
民
協
働
推
進
課
に
あ
る
所
定
の
用
紙
に

て
応
募
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。 
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「
会
計
セ
ミ
ナ
ー
」 

６
月
５
日
（
土
）
、
労
働
福
祉
会
館 

で
開
催
し
21

名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

講
師
に
は
税
理
士
の
加
藤
英
夫
さ
ん 

を
迎
え
、
専
門
的
視
点
か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

会
計
の
概
観
や
勘
定
科
目
の
設
定
な
ど 

を
学
び
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

《会場の様子》 

現場から 

「特にあいまいにしていた小さな事 
（出納帳の日付けや領収書がない際 
の書き方等）がわかってよかった」 
という意見がありました。 
 

 

「
ゲ
ー
ム
で
わ
か
る
！
ニ
ュ
ー
ス
の

ひ
・
み
・
つ
」
開
催 

 

み
ん
な
が
見
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
に
は
、

秘
密
が
い
っ
ぱ
い
！
。 

「
火
山
が
噴
火
す
る
と
お
米
が
高
く
な

る
？
」
「
原
油
が
高
く
な
る
と
野
菜
の
値

段
が
高
く
な
る
？
」
「
円
高
に
な
る
と
オ

レ
ン
ジ
が
安
く
な
る
？
」
そ
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
を
参
考
に
社
会
勉
強
し
な
が
ら
、
経
済

や
値
段
の
し
く
み
を
知
り
、
た
の
し
く
お

買
い
物
ご
っ
こ
を
し
ま
し
ょ
う
。 

 

日
時
▼
７
月
25

日
（
日
） 

10

時
30

分
～
12

時
00

分 

会
場
▼
中
央
公
民
館 

 

３
階
第
６
会
議
室 

対
象
▼
小
学
生
20

名
（
親
子
や
兄
弟
で
の

参
加
も
可
能
） 

受
講
料
▼
無
料 

 

持
ち
物
▼
筆
箱
、
電
卓 

 
 

 
 

（
た
だ
し
、
電
卓
は
な
く
て
も 

 
 

 
 

 

可
能
で
す
） 

主
催
▼
宍
戸
美
香
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

プ
ラ
ン
ナ
ー
） 

申
込
み
・
問
合
せ
▼
７
月
23

日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

 
 

 
 

後
日
、
参
加
確
認
の
ご
連
絡
を 

 
 

 
 

い
た
し
ま
す
。 

☎
：
０
９
０
―
３
６
４
０
―
６
７
６
６ 

フ
ァ
ッ
ク
ス
：
９
４
３
―
６
７
６
６ 

Ｅ
メ
ー
ル
：m

id
o
ri-fp

.la
b
@

 

io
n

.o
c
n

.n
e
.jp

 
 

  

 夕
ご
は
ん
の
メ
ニ
ュ
ー

を
決
め
て
買
い
物
し
て

も
ら
う
よ
！ 



あしすとぱあく ２０１０．７ Ｐ８  

【
第
３
回
・
４
回
共
通
】 

参
加
料
▼
学
生
800
円 

社
会
人

1500
円 

定
員
▼
30

名 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

主
催
▼
ふ
く
し
ま
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
実
行

委
員
会 

申
込
み
▼
左
記
に
ア
ク
セ
ス
し
、
申
込
み

受
付
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。 

h
ttp

:/
/
f-

w
o
rld

c
a
fe

.in
fo

/
m

/
in

d
e

x
.h

tm
l 

 
 

 
 

 
 

 

お
問
合
せ
▼
ふ
く
し
ま
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

実
行
委
員
会 

 
 

 
 

 

代
表 

高
橋
あ
ゆ
み 

（
福
島
大
学
３
年
） 

ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
左
記
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｅ
メ
ー
ル
↓ 

fu
k
u

s
h

im
a
.w

c
@

g
m

a
il.c

o
m

 

  

「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
型
地
域
リ
ー
ダ

ー
養
成
講
座
」 

 

未
来
の
“
ふ
く
島
”
へ
導
く
、
航
海
士

大
募
集 

 

「
何
か
自
分
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ

し
た
い
け
ど
、
何
か
ら
や
っ
た
ら
い
い
か

分
か
ら
な
い
」
「
自
分
の
サ
ー
ク
ル
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
も
っ
と
も
っ
と
参
加
者

の
意
欲
を
引
き
出
し
た
い
」
「
多
人
数
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
知

り
た
い
」
「
今
や
っ
て
る
活
動
を
も
っ
と

効
果
的
に
運
営
し
て
い
き
た
い
」
「
福
島

の
未
来
や
地
域
の
こ
と
、
わ
た
し
た
ち
の

こ
と
な
ど
も
っ
と
み
ん
な
で
一
緒
に
考
え

た
い
」 

そ
ん
な
《
想
い
》
を
持
っ
て
い
る
方
へ

向
け
て
、
全
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
連
続
講
座

を
開
催
し
ま
す
。 

 

※
第
１
回
と
第
２
回
は
終
了
し
ま
し
た 
 

が
、
第
３
回
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す
。 

 

【
第
３
回
】 

講
師
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座 

～
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
関
心
事
か
ら

や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
考
え
よ
う
～ 

日
時
▼
10

月
２
日
（
土
） 

 
 

18

時
00

分
～
21

時
00

分 

会
場
▼
ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階 

第
３
会
議
室 

 【
第
４
回
】 

講
師
に
よ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
練
習

講
座 ～

１
年
間
の
変
化
を
受
け
て
、
自
分
の

想
い
や
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
～ 

日
時
▼
12

月
４
日
（
土
） 

 
 

18

時
00

分
～
21

時
00

分 

場
所
▼
ビ
ッ
グ
ア
イ
７
階 

 

第
３
会
議
室 

   

mailto:fukushima.wc@gmail.com


 

Ｐ９ あしすとぱあく ２０１０．７   

 
 
   
 子どもたちにユニバーサルデザインについて考えてもらお

うと、車イス体験や高齢者疑似体験などを行う実践的な親子

体験教室を開催します。  
●日 時：８月１日（日）１３：３０～１５：１５ 
     ※１１：３０～より、パネルやＵＤグッズの展示、 
     クイズコーナーなども開設します！ 
●会 場：郡山カルチャーパーク 
●対 象：小学校３年生～中学校３年生までの児童・生徒と

その保護者 定員２０組 ※要予約 
●参加料：無料 
●申込み：７月５日（月）午前８時３０分～  
●問合せ：市民協働推進課 
☎９２４－３４７１ 

 協 
働 

ひ 

○
地
域
の
輪
を
広
げ
よ
う
！ 

「
三
遊
亭
鳳
楽 

講
演
・
独
演

会
」
開
催 

 

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
重
要

な
役
割
を
持
つ
町
内
会
等
住
民 

自
治
組
織
へ
の
加
入
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
そ
の

加
入
率
が
低
下
し
て
お
り
、
地

域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
地
域
の
連
携
希
薄
化
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
や
御
近
所
同
士
の
ふ
れ
あ

い
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
た

め
落
語
家
の
三
遊
亭
鳳
楽
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催 

し
ま
す
。 

 

人
情
噺
を
通
し
て
思
い
や
り

に
満
ち
た
地
域
社
会
に
つ
い
て 

 

ろ 
ば 

御
一
緒
に
考
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？ 

ま
た
、
当
日
は
、
多
年
に
わ

た
り
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

た
町
内
会
長
等
の
功
績
を
称
え

る
表
彰
式
も
行
い
ま
す
。 

 

日
時
▽
８
月
６
日
（
金
） 

 

午
後
２
時
か
ら 

場
所
▽
郡
山
市
民
文
化
セ
ン 

タ
ー 

中
ホ
ー
ル 

講
師
▽
三
遊
亭 

鳳
楽
さ
ん 

そ
の
他
▽
入
場
無
料 

（
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
） 

申
込
み
▽
市
民
協
働
推
進
課
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
。 

 

Ｅ
メ
ー
ル
…s

h
i
m
i
n
k
y
o
u
d
o
@
 

c
i
t
y
.
k
o
r
i
y
a
m
a
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.

j
p
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まずは相談会へ気軽にお話しに来てください。 
 
①交流会 日時：毎月第２日曜日 

１３時３０分～１５時３０分 

場所：郡山市内の地域公民館 

  （詳細は下記連絡先までお願いします） 

②相談会 日時：毎月第４金曜日 

        １３時３０分～１５時３０分 

     場所：郡山市障害者福祉センター 

        郡山市香久池一丁目１５－１５ 

●お問合せ先 

社団法人 認知症の人と家族の会 

福島県支部 郡山地区会 車田芳江 

☎ ０２４－９２７－８０８４ 

～一人で悩まないで～ 

□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

「
郡
山
市
ひ
と
ま
ち
づ
く
り 

人
材
育
成
事
業
」 

 

内
容
▼
新
た
な
事
業
の
実
施

を
計
画
を
展
開
し
て
い
る
市

民
活
動
団
体
が
、
専
門
知
識 

や
手
法
を
習
得
す
る
た
め
の

講
座
等
を
受
講
す
る
際
に
、 

受
講
料
や
旅
費
の
一
部
を
助 

成
し
ま
す
。 

 

各
団
体
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ 

プ
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 

対
象
講
座
▼
市
民
活
動
団
体 

が
計
画
す
る
新
た
な
事
業
展 

開
の
推
進
に
寄
与
す
る
と
市 

が
認
め
る
講
座
と
し
ま
す
。 

 

□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

補
助
額
▼
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
以
内 

（
限
度
額
５
万
円
） 

募
集
期
間
▼
予
算
の
範
囲
内

で
随
時
、
受
け
付
け
中
で
す
。 

※
受
講
し
た
い
講
座
等
の
開

催
３
週
間
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

 
⇒

詳
し
く
は
市
民
協
働
推
進
課 

ま
で
。 

http:// w
w

w.city.koriyam
a.fuk

ushim
a.jp/pcp_portal/content

s?CO
N

TEN
TS_ID=15409 

http://www.city.koriyama.fuk


 
 
 
 こおりやま若者サポートステーションでは、若年者の就労的自立支援

を行っております。 
 ご不要になりました、スーツ・ワイシャツ・ネクタイ・ビジネスバッ

グ・靴等、就職活動に必要な衣類品を無料でお譲りください。 
履歴書用の写真を撮る時や採用面接に行く際に、大切に使わせていた

だきたいと思います。 
ご協力いただける場合は、直接当施設に届けていただくか、送料をご

負担いただき郵送してください。（衣類はクリーニングをお願いします。） 
みなさまのお力をお貸しいただきたく思います。  
●問合せ：「こおりやま若者サポートステーション」事務局 

〒963-8025 

郡山市桑野 1丁目４-７ 第２光コーポ１Ｆ 

電話：９５４-３８９０ ＦＡＸ：９５４－３８９１ 

Ｅメール：ko-riyamasapo@ninus.ocn.ne.jp 

Ｐ１１ あしすとぱあく ２０１０．２ 

 

 
～こおりやま若者サポートステーションからのお知らせ～ 

 

 

あ
し
た
の
ま
ち
・ 

く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞 

  

内
容
▼
地
域
住
民
が
自
主
的 

に
結
成
し
運
営
し
て
い
る
団 

体
、
ま
た
は
地
域
活
動
団
体 

と
積
極
的
に
連
携
し
て
地
域 

づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
、 

商
店
街
、
学
校
等
で
、
地
域 

に
即
し
た
発
想
・
リ
ー
ダ
ー 

シ
ッ
プ
・
方
法
な
ど
、
活
動 

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い 

る
団
体
に
対
し
助
成
。 

上
限
▼
各
賞
で
異
な
り
ま
す 

の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

締
切
日
▼
８
月
31
日
（
火
） 

問
合
せ
▼
財
団
法
人
あ
し
た 

の
日
本
を
創
る
協
会 

☎
０
３
―
３
２
５
１
― 

６
６
８
１ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
 

a
s
h
i
t
a
.
o
r
.
j
p
/
p
r
i
z
e
/
i
n
d
e
x

.
h
t
m
 

赤
い
羽
根
で
さ
さ
え
あ
い
通 

年
申
請
受
付
を
行
う
共
同
募 

金
の
配
分
の
お
知
ら
せ 

 

内
容
▼
「
非
常
災
害
・
緊
急 

事
態
へ
の
対
応
」
や
「
新
規 

開
設
予
定
の
小
規
模
作
業
所 

支
援
」
の
た
め
の
配
分
に
つ 

い
て
社
会
福
祉
法
人
福
島
県 

共
同
募
金
会
で
配
分
枠
を
確 

保
し
て
お
り
、
１
年
を
通
し 

て
申
請
の
受
け
付
け
を
行
っ 

て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合 

せ
く
だ
さ
い
。 

締
切
日
▼
平
成
23
年 

２
月
18
日
（
火
） 

問
合
せ
▼
社
団
法
人
福
島
県 

共
同
募
金
会 

☎
０
２
４
―
５
２
２
― 

０
８
２
２ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
▼h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
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.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
/
~
a
k
a
i
h
a
n
e
/
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
に
読
ん
で
欲
し
い
の
が
前
文

で
す
。
郡
山
市
の
歴
史
や
条
例
制

定
の
背
景
、
市
民
が
主
役
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
決

意
を
示
し
て
い
ま
す
。
条
例
に
前

文
を
入
る
の
は
珍
し
い
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

   
   

次
号
は
、
10

月
発
行
予
定 

で
す
。
内
容
は
「
イ
ベ
ン
ト 

・
助
成
金
情
報
」
等
の
予
定 

で
す
。 

な
お
、
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲 

載
を
ご
希
望
さ
れ
る
情
報
も 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

※
相
談
の
う
え
、
掲
載
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご 

連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
ま
た

は
、
郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
総 

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
） 

☎
９
２
４
―
２
９
６
８
）
へ
。 

 

●
発
行
・
編
集
：
市
民
協
働
推
進
課

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

（
ア
シ
ス
ト
パ
ー
ク
郡
山
） 

●〒

９
６
３-

８
０
０
２ 

郡
山
市
駅
前
二
丁
目
11
番
１
号 

（
ビ
ッ
グ
ア
イ
６
階
） 

●
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
９
２
４
―
３
３
５
２ 

●
Ｅ
メ
ー
ル
： 

s
h
i
m
i
n
-
s
u
p
p
o
r
t
@
c
i
t
y
.
k
o
r

i
y
a
m
a
.
f
u
k
u
s
h
i
m
a
.
j
p
 

●
７
～
９
月
の
休
館
日 

毎
週
月
曜
日 

●
開

館

時

間 

午
前
10
時
～
午
後
７
時 

 

 

 
★
情
報
を お

寄
せ
く
だ
さ
い 

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と 

市
民
活
動
の
問
合
せ 

 

 
 

♪ 
 

♪ 
 

♪ 

４月１６日（金）、「郡山水と緑の案内人の 

会」が開催する開成山公園での現地案内に行 

って来ました。 

 今年で３年目を迎えるこの催しは、郡山市 

の歴史や自然をボランティアで紹介するもの 

であり、緑色のジャンパーを着た案内人の方 

々より、クイズを交えながら郡山の思わぬ魅 

力が紹介されました。普段住み慣れている郡山市にも、まだまだ宝の発

見ができることを再認識できるとても有意義なものでした。 

 郡山水と緑の案内人の会による案内シーズンは、４・５・６・９・ 

１０月です。対象人数はお一人から多人数のガイドまで対応でき、相談 

          次第では、半日コースや１日コースの選択もでき

ます。詳しくは、下記までお問合せください。 

          郡山水と緑の案内人の会 

          ☎・FAX ９４４－９１１０   

           


